
              ※プログラム、登壇者はすべて予定です。 

                   

９：３０～１０：３０ 

日本の障害のある方の作品が、芸術の都パリのモンマルトルにある美術館で、純粋にその作品の持つ芸術性で絶賛されました。障害のある人の

日本における価値を。彼らがもっとも彼ららしく認められる芸術の世界から高めたい。彼らの生活が、訓練指導で明け暮れ、ただ生かされるもの

ではなくて、文化的であって欲しい。そういうチャレンジを。北岡さんは、しているのです。 

 

 

 

１０：４０～１２：００ 

理想の職場がないなら、仲間と創ればいい！それを実行に移した強者達の若い力が創りだす新しい障がい者福祉の形。“まちづくり”という観点

も含めて地域福祉のあり方をパネリストの皆さんに提案していただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

 １３：３０～１４：４０ 

自分の思いを言葉で伝えられない発達障がい者の思いは誰が聞くのか？ 発達障がい者の声を様々な立場から代弁し、富山県での今後の支援の

あり方を考えます。 

 

 

 

 

１４：５０～１５：５０ 

政権交代に伴って、様々な障がい福祉施策が話し合われる今日。自立支援法改正案施行への流れや、総合福祉法など、富山の障害者福祉にも大

きな影響を与える様々な議論の今後の方向性を、富山県庁に出向されていた経験も踏まえて、中島さんにお話いただきます。 

  

 

 

１６：００～１７：３０ 

長引く不況、財政赤字の増大。そういった、厳しい財政環境の中でも、誰もが自分らしく生きて行ける地域をつくるために必要な国の施策とは

何なのか・・・。 富山県への助言も含めて、今後の社会保障、障がい福祉の方向性についてお話いただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒見 奈保子氏（保護者・漫画家）   東 真盛氏（めひの野園うさか寮 施設長） 

水野 薫氏（富山大学トータルコミュニケーション支援室コーディネーター） 

コーディネーター：浅野 高子氏（高岡市育成会事務局） 

衛藤 晟一氏（自民党参議院予算委員会筆頭理事・同厚生労働委員会委員） 

初鹿 明博氏（民主党衆議院議員・同厚生労働委員会委員、青尐年問題に関する特別委員会委員） 

田中 正博氏（独立行政法人国立のぞみの園 参与）                                         

コーディネーター：北岡 賢剛氏 （滋賀県社会福祉事業団 理事長） 

シンポジウム 『これからの障がい福祉について、政治はどう考えているのか』 

シンポジウム 『富山で発達障がい者が自分らしく生きられるために』 

北岡 賢剛氏 （滋賀県社会福祉事業団 理事長） 

夏目 浩次氏（La Barcaグループ代表） 大原 裕介氏（当別町青尐年活動センターゆうゆう２４所長） 

小田 泰久氏（NPO法人楽笑理事長） 助言者：鈴木 直也氏（NPO法人起業支援ネット 副代表） 

コーディネーター：戸枝 陽基氏（NPO法人ふわり 社会福祉法人むそう 理事長） 

基調講演 『AOL（Art of Life）の旗を、僕は掲げたんです！』          

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課長 中島 誠氏 

シンポジウム 『新しい福祉の実践～30歳までには、起業しないとでしょ！～』 

行政報告 『障がい福祉の今後について』 

※参加申し込みは、このままFAXにてお申し込み下さい。FAX宛先：０７６６－３０－４８８１ NPO法人Jam 担当 岡本 

所 属 名 氏 名 

  

  

  

申込期限は平成２３年２月２５日（金）までとさせて頂きます。 

 「元気だそうぜ！富山福祉ネットワーク」は、誰もが自分らしく生きられる地域を創るためのスキルを学び、情報発信す

ることで人とのつながりを広げ、富山の福祉を元気にするために活動中です。http://blog.livedoor.jp/genkidasozetfn/ 

日本財団presents！ 「今日の昼食は障害団体移動販売車だよ、わっしょい！」 

協働型・移動販売の可能性について：（株）インサイト 関原 深氏 むそうラーメン車登場！ 

 

 

～プログラム～ 

ちょっと

一息～ 

http://blog.livedoor.jp/genkidasozetfn/

